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こ
こ
に
取
り
上
げ
る
『
日
本
書
紀
私
記
』
の
一
本
は
、
明
治
二
十
二
年
の
奥
書
を
持
つ
、
彰
考
館
本

を
祖
本
と
す
る
忠
実
な
書
写
本
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
「
書
紀
私
記
」
の
類
は
、
書
紀
本
文
の
語
句
を
抽

出
し
、
こ
れ
に
和
訓
を
施
し
て
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
書
籍
を
書
写
す
る
と
い
う
こ
と

に
ど
の
よ
う
な
意
図
が
あ
る
の
か
を
、
本
書
と
、
祖
本
で
あ
る
彰
考
館
本
と
を
比
較
検
討
す
る
こ
と
で

考
察
し
た
。
そ
の
結
果
、
本
書
は
ほ
と
ん
ど
異
同
や
誤
記
の
見
ら
れ
な
い
忠
実
な
写
本
で
あ
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
声
点
の
類
や
本
文
の
字
詰
め
・
行
詰
め
な
ど
の
面
に
お
い
て
、
な
お
零
本
と
は
異
な
る
意

図
で
記
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
跡
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。

は
じ
め
に

訓
読
の
観
点
か
ら
こ
れ
を
見
る
こ
と
で
ハ
漢
文
（
広
い
意
味
で
の
）
文
献
を
訓
読
す
る
と
い
う

行
為
と
、
解
釈
す
る
と
い
う
行
為
の
問
に
見
え
隠
れ
す
る
狭
間
を
追
い
求
め
る
小
考
を
い
く
つ

か
公
に
し
て
き
た
。
そ
れ
ら
の
中
で
、
訓
読
と
解
釈
が
渾
然
と
し
て
い
た
状
況
か
ら
、
質
的
に

異
な
る
行
為
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
の
で
は
な
い
か
、
と
思
わ
れ
る
跡
を
、

い
く
か
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
た
よ
う
に
考
え
て
い
る
。
そ
れ
は
、
訓
読
が
漢
文
本
文
に
よ
り

近
い
立
場
で
行
わ
れ
る
の
に
対
し
て
、
解
釈
は
漢
文
本
文
か
ら
離
れ
た
解
釈
者
自
身
に
よ
り
近

い
立
場
で
行
わ
れ
る
、
と
い
う
こ
と
を
示
す
表
現
と
し
て
表
れ
て
い
た
。

　
そ
の
よ
う
な
中
で
、
本
書
の
よ
う
な
い
わ
ゆ
る
「
私
記
」
の
類
は
、
ど
の
よ
う
に
位
置
付
け

ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
稿
の
興
味
の
焦
点
は
、
専
ら
そ
こ
に
あ
る
。
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こ
こ
に
取
り
上
げ
る
の
は
、
今
般
偶
々
詳
細
な
調
査
の
機
会
に
恵
ま
れ
た
、
明
治
二
十
二
年

「
謄
爲
」
の
奥
書
を
持
つ
『
日
本
書
紀
私
記
』
の
一
写
本
（
以
下
「
本
書
」
と
略
記
す
る
こ
と

が
あ
る
）
で
あ
る
。
本
書
は
、
い
わ
ゆ
る
「
水
戸
彰
考
館
本
」
（
以
下
「
彰
考
館
本
」
と
略
記

す
る
こ
と
が
あ
翫
．
の
転
写
本
と
思
し
い
未
で
あ
り
、
一
瞥
の
限
り
で
も
、
良
く
彰
考
館
本

に
一
致
す
る
。

　
原
本
か
ら
は
、
三
次
に
わ
た
る
転
写
を
経
て
お
り
、
そ
の
間
の
経
緯
を
示
す
奥
書
（
詳
細
は

後
述
）
も
あ
っ
て
、
書
写
者
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
ら
転
写
の
背
景
と

な
る
書
写
者
の
事
跡
や
周
辺
の
事
実
等
々
で
は
な
く
、
む
し
ろ
本
書
の
よ
う
な
「
私
記
」
様
の

書
籍
（
典
籍
類
か
ら
字
句
を
抽
出
し
、
こ
れ
に
和
訓
を
施
し
た
類
の
も
の
を
仮
に
「
「
私
記
」

様
の
書
籍
」
と
呼
ん
で
お
く
）
を
書
写
す
る
、
と
い
う
こ
と
は
、
実
際
に
は
ど
の
よ
う
に
行
わ

れ
た
の
か
、
を
知
る
上
で
の
端
的
な
一
資
料
と
し
て
本
書
を
位
置
付
け
、
原
本
で
あ
る
彰
考
館

本
と
本
書
の
異
同
の
実
態
を
手
が
か
り
と
し
て
考
え
て
み
よ
う
と
す
る
の
が
本
稿
の
意
図
で
あ

る
。　
こ
れ
ま
で
年
来
、
『
日
本
書
紀
』
『
古
語
拾
遺
』
の
諸
宮
本
や
注
釈
書
類
に
つ
い
て
、
主
に

書
誌
の
概
要

　
本
書
は
袋
綴
様
に
料
紙
を
用
い
た
四
つ
目
大
和
綴
の
冊
子
本
一
冊
で
縦
二
十
八
．
ニ
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
、
横
約
十
九
・
七
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
明
治
時
代
前
半
頃
に
一
般
的
で
あ
っ
た
薄
葉

を
用
い
、
墨
付
き
は
全
九
十
丁
。
全
編
に
わ
た
っ
て
墨
書
一
筆
で
、
首
尾
の
間
で
の
書
体
の
変

化
も
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。
所
々
に
彰
考
書
本
と
は
異
な
る
と
思
わ
れ
る
伝
本
と
の
校
合
の

跡
が
墨
・
朱
・
青
で
書
き
込
ま
れ
、
一
部
に
は
同
様
の
頭
書
が
あ
る
。
こ
れ
ら
書
き
入
れ
ば
、

お
そ
ら
く
本
文
と
同
筆
と
見
な
し
て
良
い
と
思
わ
れ
る
が
、
一
部
に
は
異
な
る
手
か
と
も
思
わ

れ
る
箇
所
も
あ
り
、
断
定
は
避
け
て
お
く
。
朽
葉
色
の
紙
表
紙
が
表
裏
に
あ
っ
て
、
表
紙
中
央

や
や
上
方
か
ら
、
丸
形
の
膠
様
の
意
匠
の
独
特
の
書
体
で
「
日
本
紀
私
記
」
と
外
題
を
記
す
。

　
装
丁
の
上
で
は
、
第
一
～
二
十
五
丁
、
第
二
十
六
～
五
十
八
丁
、
第
五
十
九
～
九
十
丁
を
、

各
々
大
和
綴
様
に
、
紙
繕
に
よ
っ
て
下
図
し
て
あ
る
点
が
顕
著
で
あ
る
。
元
々
彰
考
館
本
は
、

三
種
の
異
な
る
私
記
伝
本
を
書
写
し
、
一
冊
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
り
、
『
新
訂
増
補
国
史
大

系
第
八
巻
』
に
収
め
る
に
あ
た
り
、
黒
板
勝
美
博
士
は
、
こ
の
三
種
を
甲
本
．
乙
本
．
丙
本
と

D
放
送
大
学
助
教
授
（
「
人
間
の
探
究
」
専
攻
）

放
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大
学
研
究
年
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二
十
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一
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）
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分
類
さ
れ
た
。
本
書
の
下
綴
は
、
ち
ょ
う
ど
こ
の
三
種
に
あ
た
り
、
彰
考
贈
呈
の
構
成
を
理
解

②
　
　
し
て
書
写
に
あ
た
っ
た
こ
と
の
跡
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
全
編
の
筆
跡
か
ら
推
し
て
、

蹴
　
　
書
写
は
お
そ
ら
く
は
一
時
に
行
わ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
、
こ
の
三
種
を
別
々
に
写
し
た
も
の
を

　
　
　
後
に
ま
と
め
た
、
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　
本
書
に
は
料
紙
上
方
に
か
け
て
、
ほ
ぼ
全
葉
に
わ
た
っ
て
若
干
の
シ
ミ
跡
が
あ
り
、
こ
れ
は

　
　
　
特
に
表
紙
に
著
し
く
、
徽
類
を
生
じ
た
跡
と
思
わ
れ
る
。
お
そ
ら
く
平
積
み
状
態
で
保
管
さ
れ

　
　
　
て
い
た
際
に
、
水
分
か
ら
徽
が
生
じ
、
そ
の
跡
が
シ
ミ
と
し
て
残
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ

　
　
　
し
本
文
判
読
に
支
障
は
全
く
な
い
。
ま
た
虫
童
子
の
損
傷
は
ご
く
軽
微
で
あ
る
。
改
装
や
補
綴
、

　
　
　
料
紙
の
修
補
の
形
跡
は
な
い
。

　
　
　
　
本
書
全
体
の
構
成
は
大
略
以
下
の
よ
う
で
あ
る
（
甲
・
乙
・
丙
は
黒
板
博
士
の
類
別
に
よ

　
　
　
る
）
。
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二
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…
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本
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一

四
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四
丁
裏
～
五
十
八
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…
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本
第
二

五
十
九
丁
表
～
八
十
九
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裏
…
謡
本

九
十
丁
表
裏
…
…
…
…
…
…
：
・
奥
書

　
こ
れ
は
、
彰
考
館
本
の
そ
れ
に
全
く
一
致
す
る
。
参
考
の
た
め
、
「
序
」
「
甲
本
冒
頭
」

本
冒
頭
」
「
丙
本
冒
頭
」
「
奥
書
（
表
裏
こ
の
古
葉
の
影
印
を
掲
げ
て
お
く
。

「
乙

　
ま
た
、
本
文
文
字
の
書
体
も
、
彰
考
館
本
の
そ
れ
に
倣
っ
た
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
特
徴
が
見

ら
れ
、
全
体
に
忠
実
な
写
本
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
奥
書
は
、
三
件
あ
る
。

　
先
ず
、
九
十
丁
表
に
、

右
日
本
書
紀
私
記
一
冊
七
四
巻
就
長
考
館
本
心
之
斯
書
也

延
寳
戊
午
歳
佐
々
宗
淳
等
奉
　
公
命
造
京
師
借
得
日
野
家

所
蔵
入
宋
隠
士
底
方
眞
臨
本
三
訂
云

　
　
　
　
　
文
久
二
年
壬
戌
五
月
七
日
　
栗
田
寛
（
花
押
）

　
　
　
　
　
同
年
同
月
十
五
日
以
一
本
校
合
血
書
了

の
よ
う
な
「
栗
田
寛
」
名
の
奥
書
が
あ
っ
て
、
先
ず
彰
考
春
本
を
文
久
二
年
に
書
写
し
た
旨
が

記
さ
れ
て
い
る
。
二
行
目
十
一
文
字
目
と
十
二
文
字
目
の
問
に
一
文
字
分
の
空
き
が
見
ら
れ
、

こ
の
点
に
不
審
が
残
る
。

　
こ
の
後
に
さ
ら
に
「
〇
一
本
奥
書
」
と
し
て
対
校
本
の
も
の
と
思
わ
れ
る
奥
書
を
引
い
て
い

る
。
対
校
本
は
、
「
若
狭
國
安
倍
氏
所
蔵
」
の
も
の
を
文
化
三
年
に
岡
崎
俊
平
が
書
写
し
た
と

い
う
黒
川
春
村
所
蔵
本
を
、
安
政
六
年
に
久
米
幹
文
が
書
写
し
た
も
の
、
と
い
う
こ
と
の
よ
う

で
あ
る
。

　
さ
ら
に
こ
れ
に
続
い
て
「
寛
按
」
と
し
て
、
彰
考
館
本
と
対
校
本
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
栗

田
寛
自
身
の
言
説
を
、
六
行
に
わ
た
っ
て
記
し
て
い
る
。

　
二
件
目
は
九
十
丁
裏
に
、

右
日
本
紀
一
本
就
栗
田
寛
手
罵
校
合
本

謄
罵
功
畢

　
　
明
治
九
年
九
月
十
八
日
　
小
杉
櫨
邨

（
花
押
）

と
あ
っ
て
、
前
掲
の
栗
田
本
を
明
治
九
年
に
小
杉
橿
邨
が
書
写
し
た
も
の
で
あ
る
旨
が
記
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
に
続
い
て
、
同
年
十
一
月
に
、
「
藤
波
家
」
所
蔵
の
一
古
本
と
の
校
合
を
朱
書

し
た
旨
が
三
行
に
わ
た
っ
て
記
さ
れ
て
い
る
。

　
三
件
目
は
小
杉
の
奥
書
に
続
い
て
、

明
治
二
十
二
年
号
月
令
学
生
謄
罵
此
巻
落
有
飴
日
而
功
塁
審
是
再
校
易
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
忠
園
也

と
記
さ
れ
て
い
る
。

　
若
干
問
題
と
な
る
の
は
、
こ
の
三
件
目
を
、
小
杉
自
身
が
、
自
ら
が
明
治
九
年
に
謄
呈
し
た

本
を
、
「
學
生
」
を
し
て
謄
罵
せ
し
め
、
再
校
さ
せ
た
も
の
が
本
書
で
あ
る
旨
を
記
し
た
も
の
、

と
解
す
る
か
、
あ
る
い
は
小
杉
に
命
ぜ
ら
れ
て
謄
爲
・
再
校
し
た
「
學
生
」
（
あ
る
い
は
「
藤
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窒
．
奮
饗
愛
知
ご
避
知
．
ハ
貯
蓬

棄
轡
塩
灘
譲
樽
奪
碧
愛
．
汐

蕎
窟
．
崎
海
、
瀞
．
曝
勧
躰
動
、
響
、
磁
陽
神

　
　
　
　
　
る
じ
タ
ロ
ね
　
　
　
　
　
で
イ
う
レ
レ
タ
ヤ
　
　
　
　
も
つ
マ
マ
レ
ヨ
つ
ト
コ
　
ニ
ア
に
ス
　
　
　
　
　
　
　

コ
ナ

ヲ
　
う
も律
神
陰
伸
舞
書
葱
四
過
目
零
男
　
芝

律
伽
、
如
興
言
野
．
蜜
解
、
壁
彰
驚
弥

む
饗
蔚
饗
む
雲
華
・
殉
、
鞘
櫨
，
摩

胸
庭
．
的
蒸
馨
，
溜
．
ぞ
，
鋭
煮
，
搬
燐
．
碗

《
図

甲
本
巻
上
冒
頭
　
八
丁
表
》

五　！鴨住瓶天顔銀白，夫
　　　　　　　　　　　　　　ロ

等捲れ跡地審矯璽3
太　屠》山故制之謡本
　　　　　　し：朝駈．砂ヨ判聯之古書

極　論者邪宏庶音指、蒸

熱王同飯三口渡審者
　　　　　く　　　　　　　　フ庶　　藩峰上書太需人之里冒
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呂五御憤λ暢之着手渇寄

1等豊里玄吉呈止夷團出國

　　　　　び碍工手大之意吾レス看之但東臼

翻也望嬬擁与謹聴
乞＝神魂東居のア也嚢轟唐
　　　　　く　　ぼ　　　　　サ
後八四鰍主骨客通一未テ東

掲井位弁錫果一F講孔

門下司個鯵薪
二二也孟釦大舞臼麟

冒
本
・
書
・
紀
私
記
墨
上
弄
ル
層

《
図

序

丁
表
》

巳美墨太倉方当歳電量鷹神　　　日

　手む久晦造測瑚ぐ濾出　　本
　齎　夏童謡波κ肉草魚　　書

　耳　明＝豆和良南す女此面　　免

み畑達集乳美礼火也弟な　　穿

子細軽大ふ已レし年払倉彪　　三

，叛雨女吐己原画天　人
　　ロ　　　　　ゆ

孟子生一渡癖芽神芽皇　　栽
1寿面鶏一歳日四蓄　噌

三蔵ぜ炉灼皮彦忌
み阿予也秀〕ミ天・依波
辮無呂・煉讃雄蕊
也津万豊伽て言示才美海試

《
図
四
　
丙
本
冒
頭
　
五
十
九
丁
表
》

者窃加之チ1しろ　全

廃レ呼山止奴tう也

　　ロ
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忠
園
」
な
る
者
）
が
そ
の
経
緯
を
記
し
た
も
の
、
と
解
す
る
か
で
あ
ろ
う
。
順
当
に
考
え
れ
ば

当
然
前
者
で
は
あ
る
が
、
断
定
は
で
き
な
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
彰
考
量
本
か
ら
、
栗
田
寛

（
文
久
二
年
）
、
小
杉
榴
邨
（
明
治
九
年
）
、
「
學
生
」
（
明
治
二
十
二
年
）
の
三
回
の
書
写
を
経

た
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
か
ら
、
お
そ
ら
く
は
明
治
時
代
前
半
頃
の
東
京

帝
国
大
面
文
科
大
學
文
學
部
和
漢
文
学
科
に
ゆ
か
り
が
深
い
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
で
き
る
。

　
さ
ら
に
言
え
ば
、
二
・
三
件
目
の
奥
書
が
、
い
ず
れ
も
「
謄
罵
」
と
称
し
て
い
る
点
も
注
意

さ
れ
る
。
先
に
、
本
書
は
全
編
に
わ
た
っ
て
、
彰
考
量
本
の
そ
れ
に
書
体
に
似
通
っ
た
特
徴
が

見
ら
れ
る
こ
と
は
述
べ
た
。
完
全
に
「
透
き
写
し
」
に
依
っ
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
は
で
き
な

い
が
、
そ
れ
に
近
い
ほ
ど
に
忠
実
に
書
写
す
る
こ
と
を
心
が
け
て
成
っ
た
も
の
で
あ
る
、
と
の

意
図
を
感
じ
る
こ
と
は
で
き
る
。

　
全
編
は
、
奥
書
に
言
う
よ
う
に
、
累
減
館
本
を
そ
の
ま
ま
忠
実
に
書
き
写
す
こ
と
に
努
め
た

跡
が
明
確
に
う
か
が
わ
れ
、
『
日
本
書
紀
』
本
文
か
ら
引
い
た
語
句
、
お
よ
び
そ
の
和
訓
（
片

仮
名
訓
・
万
葉
仮
名
訓
）
と
も
に
誤
記
・
誤
写
は
ほ
と
ん
ど
皆
無
と
言
っ
て
も
良
い
ほ
ど
に
よ

く
彰
黒
闇
本
に
一
致
す
る
。
こ
れ
は
、
本
文
漢
字
の
異
体
字
、
片
仮
名
訓
の
異
体
仮
名
の
用
い

方
に
至
る
ま
で
、
よ
く
重
訂
館
本
の
そ
れ
を
踏
襲
し
て
い
る
。

声
　
点

　
本
書
の
分
量
は
、
掲
載
項
目
語
句
数
で
約
五
〇
〇
〇
、
引
か
れ
た
本
文
文
字
数
で
約
一
八
○

○
○
に
も
及
ぶ
。
選
考
館
本
と
本
書
を
比
較
す
る
と
、
軽
微
な
字
画
の
差
異
を
除
け
ば
、
掲
載

項
目
と
し
て
は
ほ
ぼ
一
〇
〇
％
、
文
字
の
異
同
に
つ
い
て
も
九
八
％
を
超
え
る
高
さ
で
、
両
者

は
よ
く
一
致
す
る
。
三
回
の
転
写
を
経
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
よ
う
な
高
い
一
致
は
、

手
写
本
と
し
て
は
驚
異
的
な
数
値
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
和
訓
に
つ
い
て
も
こ
れ
は
同

様
で
、
ほ
ぼ
本
文
文
字
と
同
様
の
高
い
一
致
率
を
示
す
。

　
本
文
語
句
お
よ
び
和
訓
が
彰
考
館
本
の
そ
れ
を
忠
実
に
伝
え
よ
う
と
し
て
い
る
一
方
で
、
彰

魚
津
本
に
見
え
る
和
訓
に
注
さ
れ
た
声
点
が
、
本
書
で
は
全
く
欠
け
て
い
る
。
本
書
と
彰
考
館

本
の
関
係
を
考
え
る
上
で
は
先
ず
こ
の
点
が
最
も
大
き
な
問
題
で
あ
る
。

　
彰
考
量
本
に
限
ら
ず
、
『
日
本
書
紀
私
記
』
の
諸
読
本
に
は
、
和
訓
に
声
点
を
施
し
た
例
が

広
く
見
ら
れ
る
こ
と
は
夙
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
ア
ク
セ
ン
ト
史
資
料
と
し
て

　
　
　
ヨ
　

も
重
視
さ
れ
て
い
る
。

　
「
私
記
」
様
の
書
籍
の
和
訓
に
施
さ
れ
た
声
点
は
、
確
か
に
、
結
果
と
し
て
現
代
に
お
い
て

ア
ク
セ
ン
ト
資
料
た
り
得
る
こ
と
は
む
ろ
ん
で
あ
る
が
、
元
々
ど
の
よ
う
な
意
図
で
注
さ
れ
た

も
の
と
か
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。
一
つ
に
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
加
点
当
時
に
お
い
て
、

当
該
の
語
句
の
発
音
に
何
ら
か
の
困
難
が
あ
っ
て
、
そ
れ
を
明
示
す
る
た
め
に
注
さ
れ
た
、
と

い
う
見
方
が
で
き
る
。
こ
れ
に
は
当
該
の
語
句
が
、
あ
ま
り
一
般
的
な
も
の
で
は
な
く
、
「
ど

う
読
ん
だ
ら
良
い
か
」
が
簡
単
に
は
判
断
で
き
な
い
よ
う
な
、
一
種
の
難
解
語
句
の
よ
う
な
も

の
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
想
定
が
成
り
立
つ
。
原
典
か
ら
語
句
を
抽
出
す
る
、
そ

の
語
句
に
仮
名
で
和
訓
を
施
す
、
さ
ら
に
は
声
点
を
注
す
、
と
い
う
行
為
を
一
連
の
も
の
と
考

え
れ
ば
、
ま
さ
に
声
点
の
意
図
は
、
仮
名
で
示
し
た
だ
け
で
は
な
お
残
る
不
明
確
さ
を
明
示
し

た
も
の
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
方
で
、
単
に
「
一
種
の
難
解
語
句
」
と
し
て
だ

け
で
と
ら
え
る
の
で
は
な
く
、
声
点
の
加
点
当
時
と
、
私
記
と
し
て
和
訓
を
示
し
た
当
時
の
問

の
時
問
的
な
経
過
に
よ
っ
て
、
既
に
ア
ク
セ
ン
ト
の
変
化
が
あ
っ
て
、
仮
名
の
通
り
に
発
音
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゑ

る
だ
け
で
は
正
確
に
読
む
こ
と
が
で
き
な
い
、
と
い
う
よ
う
な
事
情
が
生
じ
て
い
た
故
の
加
点

と
見
な
す
こ
と
も
で
き
る
。
後
者
の
立
場
に
立
て
ば
、
声
点
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
発
音
方
法
は
、

加
点
当
時
と
は
異
な
る
、
よ
り
古
い
時
代
の
そ
れ
を
反
映
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
に
な

る
。　
両
者
の
い
ず
れ
の
立
場
に
立
っ
て
考
え
る
べ
き
か
、
な
お
慎
重
を
要
す
る
所
と
思
わ
れ
る
が
、

い
ず
れ
に
し
て
も
、
和
訓
に
声
点
注
す
、
と
い
う
こ
と
が
行
わ
れ
た
基
に
、
そ
う
し
た
要
請
を

想
定
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
意
図
で
注
さ
れ
た
声
点
が
、
積
極
的

に
「
読
み
方
」
、
つ
ま
り
具
体
的
な
発
音
の
仕
方
を
示
す
も
の
、
と
し
て
の
機
能
だ
け
で
は
な

く
、
あ
る
和
訓
に
声
点
が
注
さ
れ
て
い
る
こ
と
そ
れ
自
体
が
、
そ
の
掲
出
語
句
の
あ
る
べ
き
読

み
方
を
示
し
て
い
る
正
当
な
訓
で
あ
る
こ
と
の
一
種
の
証
の
よ
う
に
受
け
取
ら
れ
て
い
っ
た
こ

と
も
一
方
で
は
事
実
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
正
し
い
、
あ
る
べ
き
読
み
方
を
示
す
声
点
が
、
逆
に

そ
の
和
訓
の
正
し
さ
を
支
え
る
指
標
と
し
て
事
実
上
機
能
し
て
し
ま
う
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

敢
え
て
極
論
す
る
と
、
こ
の
よ
う
な
方
向
に
声
点
の
機
能
を
置
く
こ
と
に
な
る
と
、
声
点
に
よ

っ
て
示
さ
れ
た
読
み
方
そ
れ
自
体
で
は
な
く
、
そ
こ
に
声
点
が
注
さ
れ
て
い
る
こ
と
そ
の
も
の

に
意
味
が
あ
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
声
点
そ
の
も
の
の
働
き
に
つ
い
て
の
十
分
な
理
解
が

成
さ
れ
な
い
ま
ま
に
書
写
が
行
わ
れ
る
、
と
い
う
事
態
も
十
分
想
定
さ
れ
る
。

　
本
書
が
全
く
声
点
を
書
写
し
て
い
な
い
、
と
い
う
事
実
の
背
景
を
直
接
に
明
ら
か
に
す
る
こ

と
は
難
し
い
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
敢
え
て
憶
測
を
試
み
る
と
す
れ
ば
、
右
に
述
べ

た
よ
う
な
声
点
の
機
能
の
実
質
上
の
変
化
は
示
唆
的
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
本
書
の
書
写
者
に
と

っ
て
、
掲
げ
ら
れ
た
語
句
に
つ
い
て
の
和
訓
の
正
当
性
が
十
分
に
自
明
で
あ
れ
ば
、
敢
え
て
そ

れ
を
別
途
示
す
声
点
を
書
写
し
な
く
て
も
、
こ
と
足
り
得
る
、
と
と
ら
え
ら
れ
た
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
無
論
全
く
の
憶
測
の
域
を
出
な
い
こ
と
で
は
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
、
声
点
が
そ

の
本
来
の
機
能
、
つ
ま
り
あ
る
べ
き
正
し
い
読
み
方
を
示
す
た
め
に
そ
れ
が
注
さ
れ
て
い
る
、

と
い
う
こ
と
を
第
一
に
考
え
た
の
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
を
書
写
し
な
い
、
と
い
う
こ
と
は
考
え
に
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ら
　

く
い
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
何
故
な
ら
、
『
日
本
書
紀
』
本
文
か
ら
語
句
を
抽
出
し
、
そ

の
読
み
方
を
示
し
た
も
の
が
『
日
本
書
紀
私
記
』
と
い
う
著
作
物
そ
の
も
の
な
の
で
あ
る
か

ら
。　
た
と
え
推
測
と
し
て
も
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
考
え
得
る
た
め
に
は
、
第
一
に
、
彰
考
館
本

の
和
訓
の
正
当
性
を
明
証
す
る
根
拠
を
、
声
点
以
外
に
持
っ
て
い
た
。
第
二
に
、
本
書
書
写
当

時
、
あ
る
い
は
本
書
書
写
者
は
、
声
点
の
機
能
の
第
一
を
、
あ
る
べ
き
正
し
い
読
み
方
を
示
す

も
の
と
は
と
ら
え
て
い
な
か
っ
た
。
と
い
う
二
点
の
可
能
性
を
前
提
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
　
前
者
に
つ
い
て
は
、
彰
考
訳
本
そ
れ
自
体
が
、
『
日
本
書
紀
私
記
』
の
主
要
な
島
本
を
集
成

し
て
書
写
・
編
纂
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
つ
ま
り
『
日
本
書
紀
私
記
』
の
あ
る
べ
き
本
文

と
し
て
と
ら
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
て
、
正
当
な
和
訓
で
あ
る
こ
と
は
既
に
明
ら
か
で
あ
っ

た
、
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
後
者
に
つ
い
て
は
、
な
お
慎
重
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
仮
に
、
正
し
い
・
あ
る
べ
き
読

み
方
が
、
声
に
出
し
て
発
音
す
る
、
と
い
う
こ
と
で
は
既
に
な
く
な
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
、

と
い
う
推
測
と
表
裏
の
関
係
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
推
測
の
域
を
出
な
い
こ
と
な
の
で
は
あ
る
が
、
本
書
が
、
彰
考
館
本
に

見
え
る
和
訓
に
注
さ
れ
た
声
点
を
全
く
欠
く
、
と
い
う
こ
と
は
書
写
者
の
無
理
解
や
単
純
な
過

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

失
な
ど
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
意
図
さ
れ
た
行
為
の
結
果
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

字
詰
め
・
行
詰
め

　
　
　
　
先
に
述
べ
た
と
お
り
、
本
書
の
書
写
態
度
は
、
掲
載
項
目
の
異
同
、
個
々
の
文
字
（
漢
字
・

　
　
　
仮
名
共
）
の
異
同
、
と
い
う
点
か
ら
見
れ
ば
、
極
め
て
忠
実
な
の
で
あ
る
が
、
立
葉
に
お
け
る

　
　
　
字
詰
め
、
行
詰
め
を
詳
し
く
見
て
い
く
と
、
必
ず
し
も
壁
書
黒
本
の
そ
れ
を
忠
実
に
襲
っ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
　

　
　
　
る
と
は
見
な
せ
な
い
箇
所
が
少
数
で
は
あ
る
が
見
ら
れ
る
。

　
　
　
　
図
七
に
掲
げ
る
、
十
四
丁
裏
～
十
五
丁
裏
の
三
面
に
わ
た
る
部
分
が
そ
の
箇
所
で
あ
る
。
彰

　
　
　
考
館
本
の
同
一
箇
所
を
新
訂
増
補
國
史
大
系
の
影
印
に
よ
っ
て
示
し
た
図
八
と
比
較
し
参
照
し

　
　
　
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
　
　
本
書
十
四
丁
裏
五
行
末
尾
の
「
伊
勢
卜
書
百
傳
」
は
、
再
考
館
本
で
は
「
百
」
字
と
「
傳
」

　
　
　
字
の
間
、
つ
ま
り
一
語
句
の
中
途
で
行
替
え
と
な
っ
て
い
る
。
本
書
は
こ
れ
を
避
け
る
た
め
に
、

㈲
　
　
「
傳
」
字
を
次
行
か
ら
送
り
込
ん
で
、
五
行
目
に
一
語
句
六
文
字
を
収
め
て
い
る
。
ま
た
続
く

麗
　
　
六
行
目
で
は
、
皇
考
館
本
に
「
撞
」
字
と
「
賢
」
字
の
問
に
間
隔
を
と
っ
て
い
る
も
の
を
、
本

　
　
　
書
で
は
詰
め
て
、
「
撞
賢
木
」
と
一
項
目
と
し
て
掲
げ
る
体
裁
に
な
っ
て
い
る
。
続
い
て
彰
考

館
本
で
は
「
天
盛
」
と
「
金
津
媛
命
」
の
間
に
間
隔
を
と
り
な
が
ら
熟
合
符
で
一
語
句
で
あ
る

旨
を
示
す
矛
盾
し
た
体
裁
で
あ
る
が
、
本
書
で
は
間
隔
を
と
ら
ず
に
一
語
句
と
し
て
記
し
て
い

る
。
こ
の
部
分
は
、
後
に
挙
が
っ
て
い
る
「
向
津
媛
命
」
を
言
祝
い
で
「
神
風
伊
勢
國
之
百
三

度
渡
逢
縣
之
折
鈴
五
十
鈴
宮
所
皇
神
、
撞
鼻
木
嚴
之
御
魂
天
疎
向
津
媛
命
」
と
記
し
た
部
分
で

あ
っ
て
、
語
句
に
分
割
し
た
項
目
と
し
て
挙
げ
に
く
い
箇
所
で
は
あ
る
。
し
か
し
、
例
え
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ

「
撞
書
紀
」
は
一
語
と
見
な
す
べ
き
で
あ
ろ
う
し
、
「
天
皇
」
と
「
向
津
島
命
」
の
問
に
間
隔
を

と
る
か
否
か
で
「
向
津
媛
命
」
と
い
う
神
名
に
つ
い
て
の
解
釈
が
異
な
っ
た
も
の
に
な
る
可
能

性
も
あ
る
。

　
本
書
が
、
敢
え
て
思
考
館
本
の
そ
れ
と
は
異
な
る
文
字
詰
め
の
体
裁
を
採
っ
て
記
し
た
の
は
、

一
項
目
と
し
て
掲
げ
る
べ
き
語
句
に
つ
い
て
、
そ
の
ま
と
ま
り
を
重
視
し
、
解
釈
に
齪
齢
が
生

じ
な
い
よ
う
に
配
慮
し
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
出
来
る
。

　
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
本
書
十
四
丁
裏
で
は
字
詰
め
が
順
送
り
と
な
り
、
結
果
と
し
て
、
彰
考
二

本
で
は
葉
末
の
八
行
目
が
「
吾
田
」
で
終
わ
り
、
次
葉
に
「
節
之
安
房
郡
」
と
分
け
て
記
さ
れ

て
い
る
部
分
が
、
本
書
で
は
十
四
丁
裏
八
行
目
末
ま
で
に
「
吾
音
節
之
安
房
郡
」
と
一
語
句
と

し
て
収
ま
る
体
裁
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
部
分
も
「
吾
田
節
」
が
「
安
房
郡
」
の
枕
詞
的
に
用

い
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
酌
ん
で
「
吾
田
節
食
安
房
郡
」
を
一
語
句
と
し
て
記
し
た
も
の
と
考
え

る
こ
と
が
で
き
、
前
記
と
同
様
に
、
一
項
目
の
一
つ
の
語
句
と
し
て
も
ま
と
ま
り
に
配
慮
し
た

記
述
に
な
っ
て
い
る
。

　
同
様
の
配
慮
の
跡
は
十
五
丁
表
に
至
っ
て
も
続
く
の
で
あ
る
が
、
本
書
で
は
、
順
送
り
に
文

字
詰
め
を
追
い
込
む
形
で
こ
れ
を
行
っ
た
た
め
、
彰
考
二
本
の
同
葉
六
行
目
行
頭
の
「
飛
廉
」

の
箇
所
に
見
ら
れ
る
一
字
下
げ
が
看
過
さ
れ
て
し
ま
い
、
前
行
の
「
髪
」
に
続
け
る
形
で
記
さ

れ
て
い
る
（
本
書
十
五
丁
表
一
五
行
目
）
。

　
悪
化
館
長
の
こ
の
箇
所
の
一
字
下
げ
は
、
『
日
本
書
紀
』
本
文
の
内
容
上
の
切
れ
目
に
対
応

し
た
も
の
で
あ
る
。
「
髪
」
の
項
ま
で
は
巻
九
神
功
皇
后
九
年
の
「
夏
四
月
」
、
「
飛
廉
」
の
項

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
　

か
ら
後
は
同
じ
く
「
冬
十
月
」
の
部
分
か
ら
引
か
れ
た
語
句
で
あ
っ
て
、
引
用
箇
所
の
違
い
を

表
示
す
る
目
的
で
行
わ
れ
た
彰
考
幻
化
の
一
字
下
げ
が
、
本
書
で
は
看
過
さ
れ
て
い
る
こ
と
に

な
る
。

　
同
様
に
、
彰
考
館
本
（
國
史
大
系
二
十
九
頁
）
の
入
行
目
の
「
祈
狩
」
、
次
葉
（
同
三
十
頁
）

一
行
目
の
「
伐
旱
」
、
同
二
行
目
の
「
捉
」
、
各
々
に
見
ら
れ
る
改
行
と
行
頭
の
一
字
下
げ
は
、

本
書
で
は
行
わ
れ
ず
、
前
項
目
に
続
け
る
形
で
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
結
果
、
本
書
で
は

各
掲
載
語
句
が
順
送
り
で
追
い
込
ん
で
記
さ
れ
て
い
る
が
、
巻
九
神
功
皇
后
か
ら
の
引
用
の
末

尾
に
あ
た
る
十
五
丁
裏
（
陶
画
大
系
三
十
頁
）
の
三
行
目
に
至
っ
て
、
本
書
で
は
行
末
を
大
き

く
開
け
る
こ
と
で
文
字
詰
め
が
両
者
の
問
で
一
致
し
、
続
く
巻
十
善
神
天
皇
の
部
分
は
、
共
に
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書
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同
葉
の
四
行
目
か
ら
始
ま
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　
こ
こ
に
取
り
上
げ
た
行
替
え
・
一
字
下
げ
は
、
掲
載
さ
れ
た
当
該
の
語
句
が
、
『
日
本
書
紀
』

本
文
の
ど
の
箇
所
に
存
在
す
る
の
か
を
知
る
上
で
重
要
な
情
報
で
あ
る
。
例
え
ば
、
『
日
本
書

紀
私
記
』
の
用
い
ら
れ
方
と
し
て
、
何
ら
か
の
『
日
本
書
紀
』
の
本
文
藍
本
を
読
み
進
む
際
に
、

「
私
記
」
を
傍
ら
に
置
い
て
、
難
読
・
難
解
の
語
句
に
つ
い
て
随
時
参
照
し
な
が
ら
読
み
進
む
、

と
い
う
よ
う
な
状
況
を
想
定
し
た
場
合
、
当
該
の
『
日
本
書
紀
』
本
文
の
語
句
が
、
「
私
記
」

の
何
処
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
か
、
あ
る
い
は
逆
に
「
私
記
」
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
語
句
が
、

『
日
本
書
紀
』
本
文
の
何
処
に
存
在
す
る
の
か
、
を
容
易
に
知
り
得
る
こ
と
は
必
須
の
よ
う
に

思
わ
れ
る
。
特
に
そ
の
よ
う
な
参
考
書
を
必
要
と
す
る
者
に
と
っ
て
は
、
そ
の
要
請
は
よ
り
大

き
い
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
む
ろ
ん
歴
世
や
巻
次
を
見
出
し
と
し
て
立
て
て
整

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

匂
す
る
こ
と
で
そ
の
便
に
供
し
て
い
る
の
で
は
あ
る
が
、
さ
ら
に
詳
細
に
何
ら
か
の
配
慮
が

あ
れ
ば
、
よ
り
そ
の
便
に
資
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
『
日
本
書
紀
私
記
』
の
性
格
を
、
右
の
よ
う
な
も
の
と
考
え
る
限
り
、
彰
々
館
本
に
見
え
る

行
替
え
・
一
字
下
げ
に
よ
る
書
紀
本
文
の
章
段
の
表
示
は
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
と
言
え

る
。
実
際
、
こ
こ
に
示
し
た
箇
所
以
外
で
は
、
行
替
え
や
一
字
下
げ
は
忠
実
に
再
現
さ
れ
て
お

り
、
彰
考
館
本
に
見
え
る
意
図
は
本
書
に
も
活
か
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
。
本
書
の
書
写
者
が

そ
の
機
能
を
理
解
し
て
い
な
か
っ
た
、
と
は
考
え
に
く
い
。
し
か
し
、
こ
の
箇
所
で
は
そ
れ
が

成
さ
れ
て
い
な
い
の
は
何
故
だ
ろ
う
か
。
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
箇
所
で
は
、
元
々
書

紀
本
文
の
内
容
自
体
が
、
語
句
と
し
て
区
切
っ
て
考
え
る
こ
と
が
比
較
的
難
し
い
部
分
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
場
合
、
掲
載
項
目
の
語
句
と
し
て
の
ま
と
ま
り
を
明
示
す
る
こ
と
が
、
先
ず
考
え

ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
た
め
に
行
や
丁
合
に
ま
た
が
っ
て
語
句
が
記
さ
れ
る
こ
と
は
な
る

べ
く
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
こ
と
を
優
先
し
た
結
果
、
元
々
の
彰
考
館
本
の
意
図
で

あ
る
、
行
替
え
・
一
字
下
げ
の
本
文
章
段
表
示
の
機
能
が
看
過
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

　
敢
え
て
想
像
を
た
く
ま
し
く
す
れ
ば
、
本
書
書
写
者
は
、
「
私
記
」
様
の
書
籍
の
役
割
と
し

て
、
先
ず
本
文
の
語
句
と
し
て
の
ま
と
ま
り
を
優
先
さ
せ
る
べ
き
で
あ
っ
て
、
当
該
語
句
の
本

文
掲
載
位
置
を
よ
り
把
握
し
や
す
く
す
る
こ
と
は
、
そ
の
次
に
来
る
も
の
と
考
え
て
い
た
の
で

は
な
い
か
、
と
思
わ
れ
て
く
る
。
そ
し
て
そ
の
背
景
に
は
、
先
に
想
定
し
た
、
書
紀
本
文
の
傍

ら
に
本
書
（
私
記
）
を
置
い
て
、
順
次
参
照
し
な
が
ら
読
み
進
む
、
と
い
う
よ
う
な
用
い
ら
れ

方
で
は
な
く
、
本
書
は
本
書
と
し
て
単
独
で
、
『
日
本
書
紀
』
本
文
に
用
い
ら
れ
て
い
る
重
要

な
語
句
を
集
成
し
た
書
籍
と
し
て
「
読
む
」
こ
と
も
行
わ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う

思
い
も
浮
か
ん
で
く
る
。

ま
と
め

　
本
書
は
、
彰
考
正
本
の
、
き
わ
め
て
忠
実
な
転
写
本
で
あ
っ
た
。

　
原
本
と
本
書
の
差
異
は
、
他
の
多
く
の
手
写
本
の
例
か
ら
見
る
と
、
ほ
と
ん
ど
問
題
に
な
ら

な
い
ほ
ど
の
ご
く
軽
微
な
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
本
書
が
「
「
私
記
」
様
の
書
籍
」
で
あ
る

こ
と
が
、
そ
の
小
さ
な
差
異
の
中
に
も
、
大
き
な
性
格
の
違
い
、
書
写
者
の
意
図
の
違
い
を
見

い
だ
す
こ
と
の
で
き
る
所
以
と
な
っ
て
い
た
。

　
本
稿
で
着
目
し
た
よ
う
な
点
が
、
さ
ら
に
重
爆
し
て
考
慮
す
る
に
値
す
る
も
の
で
あ
る
と
す

れ
ば
、
「
「
私
記
」
様
の
書
籍
」
あ
る
い
は
そ
の
類
似
の
書
籍
に
つ
い
て
、
文
字
の
上
に
記
号

を
注
す
と
い
う
行
為
が
、
質
的
に
変
化
し
て
い
る
こ
と
も
想
定
の
申
に
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
ま
た
、
ご
く
ご
く
軽
微
な
異
同
で
あ
っ
て
も
、
何
ら
か
の
意
味
を
そ
こ
に
見
い
だ
し
う
る

可
能
性
を
持
っ
て
い
る
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
例
え
ば
、
行
詰
め
や
文
字
詰
め
の
多
少
の

差
異
は
、
文
字
と
し
て
の
情
報
の
伝
達
に
は
ほ
と
ん
ど
影
響
を
与
え
な
い
と
い
っ
て
も
良
い
の

か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
文
字
情
報
を
、
何
ら
か
切
り
出
し
て
整
理
し
た
こ
の
よ
う
な

書
籍
の
例
で
は
、
看
過
で
き
な
い
意
図
が
垣
間
見
え
る
こ
と
も
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
本
来
で
あ
れ
ば
、
本
稿
で
言
及
で
き
な
か
っ
た
、
声
点
以
外
の
合
点
や
暗
合
差
等
の
加
点
の

類
や
、
こ
の
よ
う
な
忠
実
な
書
写
の
上
に
さ
ら
に
「
一
本
」
と
の
校
合
を
行
っ
た
意
図
な
ど
、

興
味
深
い
点
は
尽
き
な
い
。
通
常
の
目
で
見
れ
ば
ほ
と
ん
ど
問
題
に
な
ら
な
い
程
に
差
異
の
な

い
写
本
間
に
も
、
な
お
こ
の
よ
う
な
書
写
者
の
意
図
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
の
一
例

と
し
て
、
こ
こ
に
指
摘
し
た
次
第
で
あ
る
。

注

（
1
）
新
訂
増
補
國
史
大
系
第
八
巻
『
日
本
書
紀
私
記
・
釈
日
本
紀
・
日
本
逸
史
』
（
昭
和
七
年
・
吉
川

　
弘
文
館
）
に
影
印
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
本
稿
で
、
本
書
と
の
比
較
対
照
に
用
い
た
「
彰
考
二
本
」

　
は
、
こ
の
国
史
大
系
所
収
の
影
印
で
あ
る
。

（
2
）
本
文
字
句
お
よ
び
和
訓
の
記
し
方
の
体
裁
か
ら
言
え
ば
、
甲
本
は
本
文
字
句
を
語
句
単
位
で
掲
げ
、

　
片
仮
名
あ
る
い
は
万
葉
仮
名
で
傍
注
の
形
で
和
訓
を
示
し
、
ほ
と
ん
ど
の
和
訓
に
つ
い
て
声
点
を
注

　
し
て
い
る
。
掲
載
項
目
は
神
代
巻
上
下
に
つ
い
て
は
見
出
し
の
な
い
ま
ま
一
括
し
て
順
に
並
べ
、
巻

　
三
以
降
に
つ
い
て
は
歴
世
の
名
を
掲
げ
て
小
見
出
し
と
し
そ
の
後
に
順
ま
と
め
て
掲
げ
る
。
乙
本
は

　
神
代
巻
上
下
に
つ
い
て
の
み
の
内
容
で
、
掲
載
語
句
を
大
書
し
た
後
に
万
葉
仮
名
の
割
り
注
で
和
訓

　
を
示
し
、
ほ
と
ん
ど
の
和
訓
に
声
点
を
、
ま
た
掲
載
語
句
お
よ
び
和
訓
の
か
な
り
の
箇
所
に
熟
合
符

　
を
注
し
て
区
切
り
を
示
し
て
い
る
。
丙
本
は
巻
三
以
降
巻
十
鷹
神
天
皇
ま
で
に
つ
い
て
の
内
容
で
、

　
諮
徳
天
皇
ま
で
に
つ
い
て
は
乙
本
と
同
様
の
、
孝
昭
天
皇
以
降
に
つ
い
て
は
甲
本
と
類
似
の
記
し
方
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を
採
っ
て
い
る
。
万
葉
仮
名
の
和
訓
に
つ
い
て
は
、
上
代
の
用
法
に
そ
ぐ
わ
な
い
点
が
見
ら
れ
る
こ

　
と
な
ど
か
ら
、
日
本
書
紀
編
纂
当
時
あ
る
い
は
そ
れ
に
近
い
時
代
の
訓
を
伝
え
る
も
の
と
の
即
断
は

　
で
き
な
い
と
の
見
方
が
こ
れ
ま
で
の
所
有
力
で
あ
る
。

（
3
）
前
掲
の
新
訂
増
補
國
史
大
系
の
他
、
古
典
保
存
会
に
よ
る
御
巫
本
の
複
製
と
解
題
（
橋
本
進

　
吉
・
昭
和
八
年
目
、
丸
山
二
郎
『
日
本
書
紀
の
研
究
』
（
昭
和
三
十
年
・
吉
川
弘
文
館
）
、
皇
學
館
大

　
學
に
よ
る
影
印
と
解
題
（
昭
和
五
十
七
年
・
八
木
書
店
）
、
等
に
よ
っ
て
そ
の
重
要
性
が
広
く
知
ら

　
れ
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。
ま
た
日
本
書
紀
私
記
に
見
え
る
よ
う
な
、
和
訓
に
施
さ
れ
た
声
点
の
文
献

　
学
的
な
位
置
付
け
と
日
本
語
の
ア
ク
セ
ン
ト
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
小
松
英
雄
『
日
本
声
調
史
論

　
考
』
（
昭
和
四
十
六
年
・
風
間
書
房
）
に
よ
っ
て
考
察
が
加
え
ら
れ
た
の
を
は
じ
め
、
広
範
な
研
究

　
が
あ
る
。
特
に
、
昭
和
五
十
年
代
頃
を
中
心
に
、
早
稲
田
大
学
秋
永
研
究
室
に
お
い
て
、
日
本
書
紀

　
私
記
諸
伝
本
の
声
点
付
き
和
訓
の
集
成
と
整
理
が
行
わ
れ
、
学
界
に
資
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
て
い

　
る
。
（
4
）
『
古
今
和
歌
集
』
の
い
わ
ゆ
る
声
点
部
類
や
、
三
条
西
家
本
『
土
左
日
記
』
等
の
ひ
ら
が
な
主
体

　
の
文
献
資
料
に
見
ら
れ
る
声
点
は
、
こ
の
よ
う
な
意
図
が
中
心
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
見
る

　
こ
と
も
で
き
る
。

（
5
）
さ
ら
に
言
え
ば
、
本
書
（
あ
る
い
は
本
書
に
至
る
二
次
に
わ
た
る
書
写
者
の
い
ず
れ
か
）
が
、
声

　
点
の
本
来
の
機
能
を
全
く
理
解
し
て
い
な
か
っ
た
、
つ
ま
り
、
こ
れ
を
無
用
の
も
の
と
見
な
し
た
、

　
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
が
、
本
書
書
写
の
経
緯
か
ら
見
て
も
、
ま
た
書
写
当
時
の
古
典
籍
三
一

　
般
に
つ
い
て
の
知
見
か
ら
推
し
て
も
、
そ
の
よ
う
な
事
情
を
想
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
言
う
べ

　
き
で
あ
ろ
う
。
そ
の
証
左
と
し
て
、
漢
字
音
を
表
す
部
分
の
声
点
は
忠
実
に
書
き
写
さ
れ
て
い
る
、

　
と
い
う
事
実
が
あ
る
。
ま
た
、
可
能
性
の
一
つ
と
し
て
、
彰
考
館
本
に
つ
い
て
、
本
文
語
句
及
び
和

　
訓
の
書
写
と
、
声
点
の
加
点
を
別
筆
と
考
え
、
声
点
類
は
本
来
あ
る
べ
き
彰
考
館
本
の
姿
に
は
含
ま

　
れ
な
い
も
の
と
見
な
し
た
、
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
彰
考
館
本
自
体
の
奥
書
の
記
述

　
を
た
ど
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
考
え
方
は
か
な
り
穿
っ
た
見
方
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
お
、

　
「
一
本
」
と
の
校
合
の
跡
と
思
わ
れ
る
書
き
込
み
に
つ
い
て
は
、
和
訓
に
注
さ
れ
た
声
点
も
取
り
上

　
げ
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
こ
と
と
考
え
併
わ
せ
る
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

（
6
）
声
点
以
外
の
加
点
を
見
る
と
、
例
え
ば
甲
本
該
当
箇
所
で
は
、
彰
考
館
本
に
見
ら
れ
る
歴
世
名
に

　
よ
る
見
出
し
箇
所
の
行
頭
に
注
さ
れ
た
合
点
等
の
類
が
本
書
に
は
全
く
注
さ
れ
て
い
な
い
、
と
い
う

　
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
す
る
と
、
加
点
そ
の
も
の
を
何
ら
か
の
理
由
で
省
略
し
、
文
字
の
み

　
を
書
写
し
た
、
と
い
う
意
図
を
見
る
こ
と
も
で
き
る
。
ま
た
一
方
で
、
乙
本
該
当
箇
所
に
本
文
語
句
、

　
和
訓
共
に
見
ら
れ
る
熟
合
符
は
本
書
で
も
注
さ
れ
て
お
り
、
こ
こ
に
は
ま
た
違
っ
た
意
図
が
想
定
で

　
き
る
。
本
書
の
熟
合
符
は
、
本
文
語
句
や
和
訓
に
比
較
し
て
、
彰
考
館
本
と
の
一
致
は
か
な
り
低
く
、

　
書
写
に
際
し
て
何
ら
か
の
取
捨
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
と
想
像
す
る
こ
と
は
で
き
る
。

（
7
）
こ
こ
に
例
示
し
た
よ
う
な
字
詰
め
行
詰
め
の
差
異
が
ご
く
ま
れ
に
と
は
言
え
見
ら
れ
る
と
い
う
こ

　
と
は
、
本
書
の
書
写
が
い
わ
ゆ
る
透
き
写
し
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
な
お
、

　
こ
こ
に
掲
げ
た
箇
所
以
外
の
差
異
は
、
甲
本
該
当
部
分
の
十
九
丁
裏
～
二
十
丁
表
に
か
け
て
、
行
詰

　
め
が
一
行
分
前
に
ず
れ
て
い
る
点
、
乙
本
該
当
部
分
の
三
十
四
丁
表
～
同
裏
に
か
け
て
裏
面
冒
頭
の

　
　
一
文
字
（
割
書
万
葉
仮
名
和
訓
の
末
尾
一
文
字
）
が
、
表
面
末
尾
行
末
端
に
追
い
込
ん
で
記
さ
れ
て

　
い
る
、
と
い
う
二
点
の
み
で
あ
る
。
後
者
は
和
訓
と
し
て
の
一
語
句
の
ま
と
ま
り
を
優
先
し
て
考
え

　
た
た
め
に
行
わ
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
元
々
細
脈
の
体
裁
は
、
行
替
え
や
空
間
に
よ
る
区
切
り
の
明

　
示
が
全
く
行
わ
れ
ず
、
掲
載
語
句
の
項
目
毎
の
ま
と
ま
り
が
一
見
し
た
だ
け
で
は
わ
か
り
に
く
い
も

　
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
中
に
あ
っ
て
は
、
大
書
（
本
文
）
と
割
書
（
和
訓
）
の
体
裁
上
の
差
異
が
、

　
項
目
の
ま
と
ま
り
を
示
す
役
割
を
担
っ
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
前
者
に
つ
い
て
は
、
前

　
後
の
記
述
か
ら
推
し
て
も
、
敢
え
て
行
詰
め
を
変
更
し
て
書
写
し
た
意
図
は
つ
か
み
切
れ
て
い
な
い
。

　
今
後
尚
考
え
て
み
た
い
。

（
8
）
本
居
宣
長
『
古
事
記
傳
』
で
は
、
「
撞
軸
木
（
ツ
キ
サ
カ
キ
）
」
は
「
三
審
木
（
イ
チ
サ
カ
キ
）
」

　
と
同
意
で
あ
る
旨
の
記
述
が
あ
る
。

（
9
）
書
紀
本
文
で
は
こ
の
間
に
「
秋
九
月
」
の
記
述
部
分
が
あ
る
が
、
こ
の
部
分
か
ら
は
語
句
が
引
か

　
れ
て
い
な
い
。

（
1
0
）
最
も
詳
細
な
方
法
は
、
現
代
の
い
わ
ゆ
る
「
索
引
」
の
類
の
よ
う
に
、
本
文
の
頁
や
行
ま
で
示
す

　
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
は
印
刷
物
の
よ
う
に
固
定
し
た
体
裁
の
本
文
が
存
在
し
て
は
じ
め
て
意

　
味
を
成
す
こ
と
で
あ
っ
て
、
本
文
の
体
裁
が
多
様
で
あ
る
こ
と
が
避
け
ら
れ
な
い
手
写
に
よ
る
流
布

　
の
時
代
に
あ
っ
て
は
、
期
待
で
き
な
い
こ
と
に
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
平
成
十
七
年
十
一
月
十
一
日
受
理
）



134　（9） 『日本書紀私記』の一一写本をめぐって

A　study　on　a　manuscript　copy　of　ATthonshoki－Shiki

Katsumi　SuGiuRA

ABSTRACT

　　This　is　a　study　on　a　faithful　manuscript　copy　of　Shokokan－bon，　one　of　several　rnaj　or　versioms　of　the　copies

of　Mhonshoki－shiki．　According　to　the　colophon，　this　manuscript　was　copied　in　1889．　Shoki－shiki　is　a　book

in　which　diacritics　are　added　to　the　words　and　phrases　that　are　extracted　from　the　text　of　Nihonshoki．　This

study　examines　the　objectives　for　copying　a　book　of　this　kind　by　comparing　this　manuscript　and　the

Shokokan－bon．　Although　this　manuscript　is　an　accurate　copy　of　the　Shokokan－bon　with　very　few

inconsistencies　and　rriistakes，　the　preseRt　study　demoitstrates　that　different　purposes　than　those　of　the

Shokokan－bon　were　intended　in　copying　this　manuscript，　which　can　be　seen　in　the　differences　iR　the　tone

marks　on　Chinese　characters　as　well　as　in　the　number　of　characters　per　line　and　the　number　of　lines　per

page．


